
 

 

 

© 2020, Amazon Web Services, Inc. or its Affiliates. All rights reserved. 

今村 優太 
アマゾン ウェブ サービス ジャパン 

ソリューションアーキテクト 

2020/2/21作成 
 

AWS INNOVATE 2020 オンラインカンファレンス 

「30 分で理解する！SaaS と AWS のサーバーレスなつなぎ⽅」のクイ
ズおよび解答 
AWS INNOVATE 2020のセッションの視聴およびアンケートにご記⼊頂きありがとうございます。本資
料が「30 分で理解する！SaaS と AWS のサーバーレスなつなぎ⽅」で出題されたクイズの解答になりま
す。 

問題１︓SaaS アプリケーションとの連携において、サーバーレスなアーキテクチャを構成することで

得られるメリットには、どのようなものが考えられるでしょうか。  

解答1:  

SaaS アプリケーションとの連携において AWS のサーバーレスなアーキテクチャを採⽤することで得

られるメリットには、以下のような内容が考えられます。 

・SaaS プロバイダーが提供する Webhook や API を処理した量に応じて、課⾦対象となる⾦額が決ま

るため、ランニングコストの削減が期待できる。 

・外部の API を定期的にポーリングする仕組みや、Webhook の受け⼝となる Web サーバーなど、

SaaS アプリケーションとの連携に必要となるミドルウェアの構築や運⽤から解放される。 

・サーバーレスなサービスにあらかじめ組み込まれた、耐障害性に関する仕組みをそのまま利⽤できる

ため、⾼い可⽤性のもとに SaaS 連携を構築できる。 

・必要に応じて⾃動的に性能がスケールするため、サーバーを何台配置すべきかなど、スケーラビリテ

ィに関して考慮すべき内容が少なくなる。 

そのため、SaaS アプリケーションとの連携に関しては、サーバーレスの特徴となる様々なメリットを

⼗分に活⽤することができます。 
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問題２︓複数の SaaS アプリケーションと、複数の AWS 上のサービスを連携させたいとき、何が課題

となり、どのように解決できるでしょうか。 

解答2:  

SaaS アプリケーションと AWS 上のサービスとの関係が、⼀対⼀ではなく多対多になった場合、まず

発⽣するのが「どのサービスどうしを繋ぐか」という問題です。つまり、ある SaaS アプリケーション

からの通信を、適切なサービスに対してルーティングするという機能が求められます。 

また、⼀部の通信が、他の通信に悪い影響を与えないよう、SaaS アプリケーションと AWS 上のサー

ビスとの間を⾮同期、かつ疎結合にすることが求められます。悪影響の例としては、ある SaaS アプリ

ケーションの Webhook が、⼤量の HTTP リクエストを送信したことで、別の SaaS アプリケーショ

ンが応答を返せなくなってしまうようなケースが考えられます。 

これら 2 点の問題を解決するために、イベントバスを利⽤したアーキテクチャパターンの導⼊、すなわ

ち「イベント駆動アーキテクチャ」を紹介しました。イベントバスは、SaaS アプリケーションで発⽣

したデータを⼀時的に受け付け、あとで (⾮同期に) 後段のサービスへ連携することが可能なものにな

ります。SaaS アプリケーションにて連携が必要なデータが発⽣したことをイベントのトリガーとし

て、適切なサービスを呼び出すことから、セッション内ではこのような構成をイベント駆動アーキテク

チャの⼀例としてご紹介しました。 

サーバーレスなイベントバスサービスとして、AWS では 2019 年より Amazon EventBridge という

サービスを提供しています。これにより、サーバーなどの管理を⾏わずに、イベントバスの仕組みを皆

様のアーキテクチャに組み込むことができますので、SaaS 連携が複雑化した際には、導⼊を検討する

と良いと⾔えます。 

 


